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こんな
活動です!!

※H22年度の実績（補助の有無についてはH23年度の状況）

●基本データ活 動 名

関係する学校

学校・家庭・地域が一体となった
ふれあい体験学習

美里町立東児玉小学校応援団
 【埼玉県美里町】

美里町立東児玉小学校
活動の区分

学校支援地域本部 放課後子ども教室 コミュニティ・スクール その他
○ － － －

学校支援
地域本部

コーディネーター数 ボランティア登録数 開始年度 補助の有無
1人 490人 20年度 なし

放課後
子ども教室

コーディネーター数 子どもの平均参加人数 年間開催日数 補助の有無
－人 －人 －日 －

実施場所 開始年度 放課後児童
クラブとの連携

－ －年度 －
コミュニティ・

スクール
指定日 委員数 児童生徒数 学級数

－ －人 －人 －学級

活 動 の 概 要 特 　 　 徴

事業を実施して

　昭和43年のPTA正副会長の代か
ら続く｢東小会」の支援のもと、学
校・家庭・地域が連携した様々なふ
れあい体験活動を実施している。そ
のひとつが、５年生の総合的な学習
の時間に行われている｢餅米作り｣で
ある。今から９年前、学校から徒歩
５分ほどの所にある休耕田を借り受
け、餅米作り学習を始めた。東小会
の皆様の指導を受け、苗作りから田
植え、水の管理、稲刈りなどの体験
を行っている。そして、収穫された
餅米で、お世話になった方々を招待
し、収穫祭で餅つきを行い、餅を全
校児童にもふるまっている。その他
にも地域の方々の支援を受け、様々
なふれあい体験学習を行っている。

○５年生・総合的な学習の時間「ライスでGO!」稲作農業体験（学校ファーム）の取組
　５年生児童が苗作りから水の管理、田の草取り、稲刈りまでの体験学習をする。収穫し
た餅米は、学校応援団や地域の方と共に餅つきを行い、全校で収穫の喜びを味わっている。
５月から11月までの餅米作り学習で東小会・各種支援ボランティアの学校応援団をはじめ、
農業に携わる地域の方々、保護者、PTA役員に指導・協力をいただき、食べ物の生産や命の
大切さを学ぶ学習を実施している。学校・家庭・地域との｢絆」を深めるための本校の代表的
な活動となっている。
○２年生・生活科｢かかし作り｣や５年生・｢親子布ぞうり作り｣の取組
　前年度５年生が稲作で作った「わら」を使って、２年生が｢学校ファーム」に立てる「かかし」
を製作する。学校応援団でもある｢東児玉老人クラブ」の支援をいただき、10〜 12体の「か
かし」を製作し、学校ファームに設置する。
　５年生は、親子ふれあい学習（土曜日を活用した親子学習）の際に、学校応援団・布ぞうり
クラブの支援を受け、親子で布ぞうりを作りふれあい体験学習を実施している。
○１年生・生活科学習での｢昔遊びの会」の取組
　１年生が東児玉老人クラブの方と、昔からの伝統的な遊び道具を作成する。そして、子ど
もたちと東児玉老人クラブの方が一緒に遊ぶふれあい体験学習を実施している。老人クラブ
の責任者と教職員の打ち合わせを事前に持つ中で、活動の積み重ねがあるため、例年の活動
の踏襲ではなく、老人クラブの方からもより充実した体験学習になるような提案もあり、子
どもの実態に合った楽しい学習を実施している。
○４年生・総合的な学習の時間による車椅子・車椅子バスケットボール体験学習の取組
　４年生の総合的な学習の時間｢障害のある方と共に生きる」の中で、学校応援団や脊髄損傷
協会の支援を受け、パラリンピックなどで数多く活躍している全国脊髄損傷者連合会埼玉県
支部長佐久間先生を講師として迎え、学習を進めた。講演を聴いたり、実際に車椅子の操作
や車椅子バスケットボールの体験学習を行っている。

○ �畑に囲まれた農村部の学校であるが、子どもたちも教職員もほとんど農業体験がない。そういう中で、学校応援団の支援によ
り農業体験活動を通して食育学習ができた。

○ 学習支援ボランティアにより、子どもたちが住んでいる町のよさや文化にふれ、ふるさとを愛する気持ちが育っている。
○ �年代や立場を越えた多くの方々とのふれあいで、感謝の心や思いやりの心が育まれている。また、学校応援団や学習支援ボランティ
アも子どもたちとふれあうことによって、「子どもたちから『元気』をもらっている」との声を頂いている。

稲刈り体験 布ぞうり作り体験 車椅子体験




